
令和4年度（2022年度）モニタリングシート

施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

計画通りに人員
が配置されてい
るか
(ポスト数)

①運営体制　課長1(兼務)
主任１　窓口職員4
                     窓口スタッ
フ8　舞台3
②管理運営　常時3名配置
③舞台　　　　催し物に応じ
て配置

1 B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事3)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事3)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事3)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事3)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

計画通りに有資
格者を配置して
いるか(人数)

①防火防災管理者　1名
②自衛消防技術認定　1名
③上級救命技能認定者　1
名
④安全衛生推進者　1名
⑤職長・安全衛生責任者教
育修了者(舞台)　1名
⑥舞台照明技術者認定１
級(舞台)　1名
⑦舞台機構調整技術士(音
響)1級　1名
⑧防災介助士　1名
⑨第2種劇場技術者・進行
(舞台)　1名

2 A

有資格者につい
て、計画を上回る
人数を配置し、安
定した施設の運営
を行った。
※23名（今期の配
置人数）/9名（計画
上の配置人数）＝
256％

①1名
②2名
③2名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧4名
⑨1名

A

有資格者につい
て、計画を上回る
人数を配置し、安
定した施設の運営
を行った。
※23名（今期の配
置人数）/9名（計画
上の配置人数）＝
256％

①1名
②2名
③2名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧4名
⑨1名

A

有資格者につい
て、計画を上回る
人数を配置し、安
定した施設の運営
を行った。
※24名（今期の配
置人数）/9名（計画
上の配置人数）＝
267％

①1名
②2名
③3名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧4名
⑨1名

A

年間を通して、施
設の管理運営に必
要な有資格者を、
計画を上回る人数
を配置し、安定した
施設運営につなげ
た点を評価する。
※25名（今期の配
置人数）/9名（計画
上の配置人数）＝
278％

①1名
②2名
③3名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧5名
⑨1名

管理業務の実施に係る固有の銀
行口座を開設しているか
【確認資料例：銀行口座】

3 B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。

資金の適正な管理と経理
内容の明確化が図られて
いるか
【確認資料例：独立した会
計帳簿】

4 B

資金を適切に管理するとともに、経理内容
を明確にしている。公益法人会計システム
を導入し、総勘定元帳・事業別元帳により
経理状況は明確となっている。

B

資金を適切に管理するとともに、経理内容
を明確にしている。公益法人会計システム
を導入し、総勘定元帳・事業別元帳により
経理状況は明確となっている。

B

資金を適切に管理するとともに、経理内容
を明確にしている。公益法人会計システム
を導入し、総勘定元帳・事業別元帳により
経理状況は明確となっている。

B

資金を適切に管理するとともに、経理内容
を明確にしている。公益法人会計システム
を導入し、総勘定元帳・事業別元帳により
経理状況は明確となっている。

利用料金、使用料の徴収
は適正に行われているか
【確認資料例：独立した会
計帳簿・日報、月報・使用
料等収納（徴収）事務委託
契約書・銀行口座】

5 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。

収支計画が適正
であること

収支計画が適正に執行さ
れているか
【確認資料例：事業計画書
（収支計画）・事業報告書】

6 B

4-6月　利用料金収入9,509,810円　期中予
算比85.9％
年度を通し新型コロナウイルスの感染拡大
に伴う一部利用制限及び利用中止や自粛
などの影響を受けた。
※期中還付2件、取消・還付による減収額
212,740円

B

7-9月　利用料金収入9,230,560円　期中予
算比90.9%
新型コロナウイルスの感染拡大に伴う一部
利用制限及び利用中止や自粛などの影響
を受けているが、9月時点では回復傾向に
はある。
※期中還付5件、取消・還付による減収額
192,900円

B

10-12月　利用料金収入10,067,530円　期
中予算比90.9%
新型コロナウイルス感染拡大に伴う利用減
は続いているが、イベントホールは日数利
用率は回復傾向にある。対してセミナー室
とギャラリーホールの区分利用率は減少傾
向であり、感染症対策やオンライン移行な
どの影響が考えられる。
※期中還付1件、取消・還付による減収額
258,500円

B

1-3月　利用料金収入　8,215,070円　期中
予算比80.8％
イベントホールの日数利用率は前年度に
比べて回復傾向にある。対してセミナー室
とギャラリーホールの区分利用率は減少傾
向であり、感染症対策やオンライン移行な
どの影響が考えられる。
【年度累計　37,022,970円　年度予算比
87.2％】
※期中還付1件　取消・還付による減収額
40,600円
【年度累計還付8件　減収額年度累計
504,000円】

業務を実施するにあたり、
適切な人員配置や育成が
なされているか
【確認資料例：事業計画書
（人員配置計画）・事業報告
書・研修報告書・実地調査】

7 A

外部の研修、講座
に関する情報にも
広くアンテナを張
り、参加により得た
知識や技能を共有
することで、組織力
の向上に努めてい
ることを評価する。

4/7　Japan　IT　Week春　視察(1名)
4/29　メタバース作り方体験講座(1名)
6/15.29.7/6　スマホ利用に必須の著作権
（いちょう塾講座）(1名)
6/21　デジタル・ネットワーク社会で必要な
著作権の知識(1名)

内外での研修や講座の情報に注視し積極
的に参加をした。近年はオンライン研修が
増えたことにより参加の機会が増加してい
る。内部研修によるスキル・知識の共有も
意識して行った。

A

継続して研修等に
積極的に参加する
とともに、財団内部
でスキルやノウハ
ウを共有すると
いった工夫を講じ、
サービス向上や業
務効率化に努めて
いることを評価す
る。

7/6　スマホ利用に必須の著作権（いちょう塾講座）(1
名)※全3回
7/27　（公益社団法人）相模原・町田大学地域コン
ソーシアム視察（2名）
8/8　インボイス制度および電子帳簿等保存制度（八
王子商工会議所主催）（1名）
8/12.19　業務に効果的なPRの仕方　（2名）
8/30　第9回避難訓練コンサート（J-COMホール八王
子）（2名）
9/6　効果的な展示の手法（講師：夢美術館長）　（2
名）
9/9　DX化推進フォーラム（オンライン研修）（1名）
9/14　デジタル化で業務アップ（八王子商工会議所主
催）（1名）
9/17　サービス介助士基礎研修　（1名）

財団設立20周年事業の展示会を開催したタイミング
で、夢美術館長に講師を依頼し設営についての研修
を実施したほか、内外の情報資源を活用し外部の研
修を積極的に取り入れる機会を設けている。

A

外部で実施してい
る研修等について
関連部署とも積極
的に情報共有を図
り、職員の育成に
繋げている。また、
所属する個々の職
員が、組織力の向
上のため自発的に
学ぼうとする意識
を持ち研修等に参
加していることを評
価する。

10/17　サービス介助士基礎研修　（1名）
10/26　財団会計担当者研修(3名)
10/24.25.26.27.28.31　社内DXリーダー育成プログラ
ム　（1名）
11/1.2.4.7.9.10.11.12.14.16.18.19.25.26 同上
12/1.3.5.6.7.9.10.17　同上
11/3　eまちサミット「八王子の取り組み紹介とトーク
セッション」（1名）
11/9.22.29　普通救命講習（ＡＥＤ研修）（4名）
11/14　RPA研修～PowerAutomateの使用方法～（3
名）
11/16　Inter BEE2022(国際放送機器展)」（1名）
11/16.17　安全衛生推進者養成講習受講　（1名）
12/6.13　交通安全研修・情報セキュリティ研修（3名）
12/16　災害模擬体験セミナーZoom(店舗編)（1名）
12/23　上級救命講習（1名）

A

年間を通し、外部
の研修や講座へ積
極的に参加し、得
た知識やノウハウ
を組織内に共有す
ることで、サービス
向上や業務効率化
につなげたことを評
価する。

年間を通し関連部署やビル管理組合とコミュニケー
ションを図り、職員の育成の機会を積極的に獲得し
た。
【1-3月期研修】
1/7.14.21.28、2/4.11.18.25　社内DXリーダー育成プ
ログラム(1名)
1/14.21　2/4.11.18.25　情報セキュリティマネジメント
受験対策(1名)
1/13　災害模擬体験セミナーZoom(オフィス編)(2名)
1/16  サービス介助士フォローアップセミナー（1名）
1/22　防災介助士取得講座(1名)
1/26　キャッシュレス決済レジ及び端末操作説明会(3
名)
2/16　情報セキュリティ研修(BCP研修)　(1名)
2/17　財団会計研修決算編(3名)
3/10　申請フォームの仕組みと作り方について(1名)
3/10　防火設備実技体験(2名)

給与の支出が適切に行わ
れているか
【確認資料例：給与規程・賃
金台帳】

8 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。

事業者の経営状況が健全
な状態であるか
【確認資料例：財務諸表・財
務評価表】

9 B

新型コロナウイルス感染拡大の影響による
催し物の中止のため、利用料金収入は予
算を達成しなかった。
この状況を踏まえ財団内執行会議におい
て収支状況を情報共有し、消耗品の執行
保留や時間外勤務の原則禁止等で経費削
減の取組を強化している。文化庁補助金に
申請を行い資金の確保に注力した。

B

新型コロナウイルス感染拡大の影響による催し物の
中止のため、利用料金収入は予算を達成しなかっ
た。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況
を情報共有し、消耗品の執行保留や時間外勤務の
原則禁止等で経費削減の取組を強化している。第一
四半期で申請していた文化庁補助金事業について、
7/28に交付決定（内示）となった。

B

新型コロナウイルス感染拡大の影響による催し物の
中止のため、利用料金収入は予算を達成しなかっ
た。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況
を情報共有し、消耗品の執行保留や光熱水費を抑え
るための節電及び時間外勤務の原則禁止等で経費
削減の取組を強化している。文化庁補助金事業の二
次募集に応募を行った。(内定は1月予定)

B

新型コロナウイルス感染拡大の影響による催し物の
中止等のため、利用料金収入は予算を達成しなかっ
た。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況
を情報共有し、消耗品の執行保留や光熱水費を抑え
るための節電及び時間外勤務の原則禁止等で経費
削減の取組を強化している。文化庁補助金事業に申
請を行い、交付を受けて修繕などを実施した。
補助金支給額　1,638,000円

業務の一括委託が行われて
いないか
【確認資料例：第三者への一
部事務委託に関する承諾書・
事業報告書・実地調査・会計
帳簿】

10 B
第三者への一部業務委託については市に
協議をしている。

B
第三者への一部業務委託については市に
協議をしている。

B
第三者への一部業務委託については市に
協議をしている。

B
第三者への一部業務委託については市に
協議をしている。

６月 ９月 １２月

学園都市センター

評価項目

定
量
的

団体の経営方針
が明確であり、き
ちんとした経理が
されていること

管理運営がきち
んとできる職員
体制や研修体制
がとれていること

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
性
的

施設の管理運営
を安定して行う能
力を有している
か



令和4年度（2022年度）モニタリングシート

施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月

学園都市センター

評価項目

計画どおりに設
備・備品点検が
行われているか
（回数）

設備点検（定期点検）回数
38回/年

・舞台設備8回
舞台機構4回(6･10・11・2
月）、音響設備1回(11月)、
照明設備1回(2月)、
映写設備1回(1月)、ロール
バックチェア1回(7月)
・電動シャッター1回(2月)
・電気設備12回(毎月)
・空調設備2回(5月・11月）
・冷水器12回(毎月)

11 B

8回実施
年間計画のとおり実施した。

【第一四半期内訳】
舞台設備1回(舞台機構)
その他設備　7回
(空調設備1回、電気設備3回、冷水器3回)

B

8回実施
年間計画のとおり実施した。

【第二四半期内訳】
舞台設備点検1回（ロールバックチェア）
ピアノ1回（交流サロン）
その他設備6回
（電気設備3回、冷水器3回）

B

10回実施
年間計画のとおり実施した。

【第三四半期内訳】
・舞台設備3回
舞台機構2回(10・11月）、音響設備1回(11
月)
その他設備7回
(空調設備1回、電気設備3回、冷水器3回)

B

13回実施【年度累計39回】
【第四四半期内訳】
・舞台設備4回
舞台機構1回(2月)、映写設備1回(1月)、照
明設備1回(2月)、ピアノ1回(2月)
・その他設備8回
電動シャッター1回(2月)、ピアノ1回(2月)※
サウンドルーム
(電気設備3回、冷水器3回)

上記の他、防火シャッター・防火戸点検1回
(3月)

施設の利用方法
の変更または新
たなサービス、そ
の他のお知らせ
のホームページ
掲載（回数）

12回/年 12 A

施設の利用や企画
事業に関する情報
を適時かつ積極的
に発信がなされた
ことを評価する。

24回更新
抽選会情報・催し物案内の例月更新に加
え、新規導入備品(マイクスピーカーシステ
ム)のPRやポスターデザインコンテストの告
知、WEB予約に関する取り扱いルール変
更についてのお知らせなどを更新した。

A

16回更新　【年度累計40回】
抽選会情報・催し物案内の例月更新に加
え、インターネット仮押さえ期間の取り扱い
変更に関するお知らせ、休館日の告知、財
団設立20周年記念ポスター展の広報など
を行い更新を重ねた。

A

イベントホール座
席図面を追加する
など、常時、利用者
の利便性向上のた
めにホームページ
記載内容の見直し
を行っていることを
評価する。

17回更新【年度累計57回】
抽選会情報・催し物案内の例月更新に加
え、インターネット仮押さえ期間の取り扱い
変更に関するお知らせ、休館日の告知、イ
ベントホール座席図面の追加・たま未来
メッセ開館に伴うアクセスマップの更新など

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

24回更新【年度累計81回】

指定管理者（学
園都市文化ふれ
あい財団）が発
行する「情報誌ラ
ララ」への会館施
設情報や実施事
業の記事掲載
（回数）

3回/年 13
年度末の数値を
もって評価する。

1回掲載
6.7月号…ポスターデザイン募集

年度末の数値を
もって評価する。

2回掲載（8-9月号に2項目を掲載）
①設立20周年記念ポスター展告知
②8月休館日告知

年度末の数値を
もって評価する。

2回掲載(12-1月号に2項目を掲載)
①1月抽選会の実施方式(事業調整のため
諸室4月分は2月に実施する旨の通知)
②年末年始休館告知

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

1回掲載(2-3月号に1項目を掲載)
・休館日告知を掲載

【年度累計6回掲載】

業務関連法令調
査による法令一
覧の更新（回数）

1回/年 14
年度末の数値を
もって評価する。

ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関
連法令等について調査を実施予定

年度末の数値を
もって評価する。

実施し、9/2に調査結果を提出済み
年度末の数値を
もって評価する。

9月に実施済み B
ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関
連法令等について9月に調査を実施した。

開館日数、開館時間は守ら
れていたか
【確認資料例：条例、規則・
日報、月報・事業報告書】

15 B
開館日数91日
予定通り開館した。

B
開館日数91日
予定通り開館した。

B
開館日数89日
予定通り開館した。

B
開館日数86日【年間累計357日】
予定通り開館した。

減免の申請手続がなされ
た場合、適正に処理されて
いるか
【確認資料例：減免申請書・
事業報告書・減免申請に係
る帳簿】

16 B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・
免除申請書」の提出を依頼。また、学生に
ついては、減免申請の際に名簿の提出及
び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減
免対象障害者団体等登録台帳」及び「障害
者団体登録証」を確認し、適正な処理をし
ている。
障害者減免件数：2件
大学利用減免件数：0件
学生利用減免件数：41件

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・
免除申請書」の提出を依頼。また、学生に
ついては、減免申請の際に名簿の提出及
び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減
免対象障害者団体等登録台帳」及び「障害
者団体登録証」を確認し、適正な処理をし
ている。
障害者減免件数：1件【累計3件】
大学利用減免件数：2件【累計2件】
学生利用減免件数：39件【累計76件】

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・
免除申請書」の提出を依頼。また、学生に
ついては、減免申請の際に名簿の提出及
び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減
免対象障害者団体等登録台帳」及び「障害
者団体登録証」を確認し、適正な処理をし
ている。
障害者減免件数：0件【累計3件】
大学利用減免件数：10件【累計12件】
学生利用減免件数：44件【累計120件】

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・
免除申請書」の提出を依頼。また、学生に
ついては、減免申請の際に名簿の提出及
び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減
免対象障害者団体等登録台帳」及び「障害
者団体登録証」を確認し、適正な処理をし
ている。
障害者減免件数：0件【累計3件】
大学利用減免件数：4件【累計16件】
学生利用減免件数：81件【累計201件】

文書の管理・保存が適切に
行われているか
【確認資料例：ファイル基準
表・実地調査】

17 B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保
存・廃棄を行っている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保
存・廃棄を行っている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保
存・廃棄を行っている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保
存・廃棄を行った。

修繕等、施設保全が適切
に行われているか
【確認資料例：事業報告書・
実地調査】

18 B

修繕5件
①ギャラリーホール床修繕(追加修繕)
②和室・休憩室　畳表替
③12階セミナー室前通路照明器具交換
④レクチャー卓ワイヤレスシステム修繕
⑤イベントホールワイヤレスマイクバッテ
リー交換

・ホールについては、舞台、音響、照明に
ついて点検項目ごとに日常点検を行ってい
る。

B

修繕4件
①楽屋モニター修繕（老朽化のため部品を
調達し職員が修繕）
②イベントホールUPS装置バッテリー等修
繕
③プロパイダ変更工事（インターネット環境
最適化）
④ギャラリーホール壁抗菌塗装

・ホールについては、舞台、音響、照明に
ついて点検項目ごとに日常点検を行ってい
る。また、ギャラリーホールについても壁塗
装修繕を機に利用前後の点検項目の見直
しを行った

B

修繕4件
①12階イベントホール女子トイレ洗面自動
水栓化【文化庁補助金充当】
②チケットプリンタ－修繕
③デジタルミキサー修繕
④１１階FCU１台ドレン配管部分更新

・ホールについては、舞台、音響、照明に
ついて点検項目ごとに日常点検を行ってい
る。また、ギャラリーホールについても壁抗
菌塗装修繕を機に利用前後の点検項目の
見直しを行った

B

文化庁補助金も活
用して適切に修繕
を行い、利用者が
安全かつ快適に施
設を利用できるよう
施設運営を行っ
た。

修繕10件【年間累計23件】
①LAN追加工事【文化庁補助金充当】
②ロールバックチェアスタンドリモートスイッチ部品交
換
③12階女子トイレ不要センサー取外し
④事務室内ネットワーク整理及びラック設置
⑤12階女子トイレ水洗センサー修繕【補助金】
⑥13階楽屋・廊下照明器具LED化
⑦11階通路床タイル貼替
⑧事務室カウンター移設
⑨ロールバックチェアスタンド起立制御部品交換
⑩ホール音響・無線機修繕
・ホールについては、舞台、音響、照明について点検
項目ごとに日常点検を行っている。また、ギャラリー
ホールについても壁抗菌塗装修繕を機に利用前後の
点検項目の見直しを行った
・補助金事業を活用し、感染症対策を中心とした修繕
を追加して行った。

備品の管理が適切に行わ
れているか
【確認資料例：備品台帳・実
地調査】

19 B
・利用後に各備品の数と状態を確認し、利
用者に支障の無いよう管理した。

B
・利用後に各備品の数と状態を確認し、利
用者に支障の無いよう管理した。

B

・備品調査を行い、結果を八王子市へ回答し
た。
・無料貸出分を含む備品の一覧を作成し「備品
管理簿【無料貸出含む】」としてデータ化し、問
い合わせや管理に利用できるようにした(10月)
・利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者
に支障の無いよう管理した。

B

・備品調査を行い、結果を八王子市へ回答し
た。
・無料貸出分を含む備品の一覧を作成し「備品
管理簿【無料貸出含む】」としてデータ化し、問
い合わせや管理に利用できるようにした(10月)
・利用頻度の低い有線放送装置の解約につい
て市の承認を得て令和5年3月31日をもって終
了とした。
・利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者
に支障の無いよう管理した。

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性

、
公
平
性

、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

定
性
的

利用者が公平に
施設利用ができ
るよう、配慮され
ていること

施設の公共性、
公平性について
継続性が保たれ
ているか
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施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月

学園都市センター

評価項目

利用者満足度
「大いに満足」、「満足」の
割合が97％以上

20
年度末の数値を
もって評価する。

8月から実施予定
年度末の数値を
もって評価する。

8月から実施している。
年度末の数値を
もって評価する。

8月～10月に実施
総合満足度　99.3％
※前年度より1ポイントアップ
満足度調査を通して吸い上げた意見はお
客様の声へ反映し、早期の対応に努めた。

A

100％に極めて近
い数値で目標を達
成したことを評価す
る。なお、利用者か
らの声への迅速な
対応についての謝
辞を受けたとの報
告があった。

8月～10月に実施し報告済み
総合満足度　99.3％
※前年度より1ポイントアップ
満足度調査を通して吸い上げた意見はお
客様の声へ反映し、早期の対応に努めた。

受付・事務スタッ
フのサービス介
助士取得率
（期中の新規採
用者、休職中職
員、臨時職員等
は除く）

（前年・当年度配置者以外）
全員取得

21 B

施設としてのサー
ビス向上のため、
対象となる全職員
の取得に努められ
たい。

対象の管理運営に係る正規職員5/6(83％)
・対象の管理運営に係る正規職員のうち、
未取得の1名は昨年度に防災介助士講習
を受講し、資格を取得している。(今年度取
得予定)

B

施設としてのサー
ビス向上のため、
対象となる全職員
の取得に努められ
たい。

対象の管理運営に係る正規職員5/6(83％)
・対象の管理運営に係る正規職員のうち、
未取得の1名は昨年度に防災介助士講習
を受講し、資格を取得している。(今年度取
得予定)

B

施設としてのサー
ビス向上のため、
対象となる全職員
の取得に努められ
たい。

対象の管理運営に係る正規職員5/6(83％)
・対象の管理運営に係る正規職員のうち、
未取得の1名は昨年度に防災介助士講習
を受講し、資格を取得している。(今年度取
得予定)

B

対象の管理運営に係る正規職員
5/5(100％)
・対象の管理運営に係る正規職員の全員
が資格を取得した。

SNS（Twitter）の
情報発信（回数）

240回/年 22 B

目標値を上回るペース
で、施設に関する情報
を発信し、認知度向上
に努めたことを評価す
る。新規利用者の獲得
に向け、効果的な発信
に取り組まれたい。

期間中累計63回
4月：24回　5月：22回　6月：17回
ビル内の様子や、駅前の天候、イベント
ホールの裏側の様子などを写真付きでアッ
プし、PRに努めた。

B

期間中累計87回【累計150回】
7月：24回　8月：37回　9月：26回
記念ポスター展など事業の広報、ビル内の
施設等について（授乳室・こども食堂）、
ギャラリーホール修繕の様子など。

B

期間中累計86回【累計236回】
10月：34回　11月：34回　12月：18回
利用者による催し物の関連情報(丹波山村
写真展など)、常連利用者(学生団体)の学
祭出演情報、自主事業情報、館内の改修
やメンテの様子等を投稿。

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

期間中計73回【累計309回】
1月：28回　2月：18回　3月：27回
近隣の桜の様子や、廊下タイル修繕につ
いて、防火設備実技体験への参加の様子
などを投稿した。年間を通し、館内の様子
のPRのほか献血の呼びかけなど社会貢献
に繋がる投稿も行うようにしている。

事故・苦情の発
生件数に対する
対応状況（対応
割合）

100% 23 B

【事故2件】①無料貸出備品のブッキングが発生…無
料貸出備品の予約管理を紙台帳からデータへ移行
することで再発防止を図る②抽選での申し込みと違う
時間区分が予約された(予約端末の入力ミスによる
ヒューマンエラー)…急遽学生交流サロンを開放。利
用者に謝罪し、課内で確認と情報共有による注意喚
起を実施。
【お客様の声4件】①事前に搬入申請を行っていた
が、当日に係員より申請書の提出を求められた…駐
車場係員(ビル管理組合による委託業者)の確認も
れ。管理組合・委託業者へ注意を行った。②MDデッ
キの不具合があった。当初メディア側による不具合と
指摘されたが、本体に不具合があった。…利用者に
謝罪し職員に情報共有した③ワクチンの案内「八王
子スクエアビル」表記が分かりにくい。…八王子市へ
報告済み④入場料を徴収するイベントについて、入
場料加算がかかるとは思わなかった…説明し、対応
済み。
・全件「お客様の声」「事故報告」システムで全件対応
済み。

B

【事故5件】①通行禁止としている廊下への立ち入り（夜間）…
人目につかないため休憩目的に立ち入られていた。センサー
ライトを設置した。②および⑤空調配管の結露による天井へ
の染み…設備担当者により対応済（ただし根本的な解決は
修繕が必要）③ギャラリーホール柱の破損…弁償していただ
くこととし、利用者負担により修繕済み。④利用者が搬入場
所を誤り誘導しようとしたビル警備員に暴言などの行為…搬
入箇所を当該利用者と再確認した
【お客様の声16件】※満足度調査でのコメント含む
・料金制度、予約制度（3件）…丁寧な説明と利用案内、ホー
ムページ等の掲載内容をブラッシュアップする参考意見とす
る
・施設設備、清掃等への指摘(7件)…軽微な破損等への意
見。
サービス等(1件)…ソファの位置や見学時間について。対応
済み。
・友の会の処理(1件)…入会後DMが届かなかったという声が
あった。担当部署と連携し解決済み。
・その他(4件)…他課転送、施設機構(床面の段差)について
の要望、ネット予約のUIについての要望、対応への謝辞　※
他課転送以外は参考意見とした。

B

【事故3件】①ギャラリーホール展示会来場者が体調不良を
訴え救急搬送を要請…救急隊によると食物アレルギーの可
能性。主催者より口頭で謝辞あり。②当館利用者へのビル警
備職員による駐車場所の案内ミスが発生…管理会社より謝
罪と情報共有の徹底の旨の報告を受けた。③セミナー室利
用者によるビル地下2階へのゴミの不法投棄が発生…ビル警
備より連絡があり発覚。利用者に説明し回収を依頼。廃棄が
できない場所であることを案内済み。
【お客様の声4件】①下見の時間が短い…時間区分での貸し
出し施設であることと人的コストの面からも無料で見学が可
能な時間を15分(イベントホール30分)と設定し、超える場合は
利用料金が発生する旨を説明した。②参加者で歌を歌う催し
であるため要請に応じホール定員を50％以内に調整してい
る。そのため利用料金を減額してほしい…ご協力に感謝の旨
を伝え、参考とした。③ギャラリーホールの椅子が重い・壊れ
ている…チェックを行い、座面に小さな穴などがある2脚を交
換。重さについては今後の入替の参考意見とする。④WEB
ページに掲載されている申請書式が使いにくい…セルの設
定等データの調整を行った。

B

【事故3件】①学園都市大学の受講生管理システムに
おけるデータセンター移設作業後のセキュリティ不備
の事故報告…プログラム改修の対応を実施する予
定。②映画会でのイベントホール利用におけるロール
バックチェアスタンドの動作不良事故…学園都市振
興課職員が総出でスタッキングチェアを並べて対応
し、催物は執り行うことができた。即日業者対応し修
理済。③メールサーバー障害によるメールの送受信
障害(3/10)…契約サーバーの大規模障害によるもの
で、関係所管に電話等で連絡後、サーバー側の復旧
を待った。
【お客様の声2件】①12階女子トイレの扉上部につい
ている機械のようなものが気になる…水量調節セン
サーであるが、現在の設備では不要であることが判
明したため撤去した(期中修繕③)②お茶が飲める設
備が欲しい…感染症対策のため貸出を停止してい
る。感染症対策を重視する中で貸出を再開するかは
検討していく。ご意見は参考とした。

利用者からの苦
情処理の体制が
とれていること

利用者等からの相談及び
苦情に適切に対応している
か
【確認資料例：相談、苦情
をまとめた整理帳簿】

24 B

お客様の声対応システムにより対応してい
る。
(発生した苦情の詳細については上記項目
に記載)

B

お客様の声対応システムにより対応してい
る。
(発生した苦情の詳細については上記項目
に記載)

B

お客様の声対応システムにより対応してい
る。
(発生した苦情の詳細については上記項目
に記載)

B

お客様の声対応システムにより対応してい
る。
(発生した苦情の詳細については上記項目
に記載)

25 A

昨年度に引き続
き、交流サロンが
会場となっている
新型コロナウイル
スのワクチン接種
について、協力対
応が取られている
ことを評価する。ま
た、施設利用に関
する手続のオンラ
イン化を推進し、利
用者の利便性向上
に向けた取組が図
られていることを評
価する。

・利用希望者には「施設の利用条件同意
書」への同意をいただき、コロナ禍での利
用においても安全安心な施設運営に務め
た。ガイドラインを確認し条件を調整した。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロ
ナウイルスのワクチン会場として使用する
ため、接種時間外の来館者対応や電話で
の問い合わせ、忘れ物の問合せなど、期
間中に計13件の対応を行った。
・利用の登録や同意書の提出などの手続
きについて、来館せず行うことができるよう
に設置しているホームページ上の申請
フォームについて、手続きできるものを増
やすため調整をしている。(8月より予約取
消申請フォームを追加予定)

A

前期に引き続き、
交流サロンが会場
となっている新型コ
ロナウイルスのワ
クチン接種につい
て、協力対応が取
られていることを評
価する。また、施設
利用に関する手続
のオンライン化も継
続して取組んでお
り、利用者の利便
性向上に向けた取
組が図られている
ことを評価する。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」へ
の同意をいただき、コロナ禍での利用において
も安全安心な施設運営に務めた。ガイドライン
を確認し条件を調整した。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウ
イルスのワクチン会場として使用するため、接
種時間外の来館者対応や電話での問い合わ
せ、忘れ物の問合せなど、期間中に計23件の
対応を行った。
・利用の登録や同意書の提出などの手続きに
ついて、来館せず行うことができるように設置し
ているホームページ上の申請フォームについ
て、手続きできるものを増やしている。8月より
予約取消申請フォームを追加した。

A

今年度より本格稼
働しているホーム
ページ上の申請
フォームについて、
利用者の声を反映
するなどして改善
し、利便性の向上
のため取り組んで
いることを評価す
る。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」へ
の同意をいただき、コロナ禍での利用において
も安全安心な施設運営に務めた。ガイドライン
を確認し条件を調整した。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウ
イルスのワクチン会場として使用するため、接
種時間外の来館者対応や電話での問い合わ
せ、忘れ物の問合せなど、期間中に計7件の対
応を行った。
・利用の登録や同意書の提出などの手続きに
ついて、来館せず行うことができるように設置し
ているホームページ上の申請フォームは、手続
きできるものを増やしている。10月より先行予
約申請フォームを稼働。

A

年間を通し、交流
サロンが会場と
なっている新型コロ
ナウイルスのワク
チン接種へ施設管
理者として協力した
こと、そして、施設
利用に関する各種
手続のオンライン
化を推進し、利便
性向上につなげた
ことを評価する。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」へ
の同意をいただき、コロナ禍での利用において
も安全安心な施設運営に務めた。ガイドライン
を確認し条件を調整した。(3月13日で廃止)
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウ
イルスのワクチン会場として使用するため、接
種時間外の来館者対応や電話での問い合わ
せ、忘れ物の問合せなど、期間中に約50件の
対応を行った。(期間中は追加接種の問合せが
多く、件数は概ねの数となる)
・利用の登録や同意書の提出などの手続きに
ついて、来館せず行うことができるように設置し
たホームページ上の申請フォームは、手続きで
きるものを増やしている。10月より先行予約申
請フォームを稼働させている。

利用料金収入
年度収支計画以
上
（キャンセル料は
除く）

42,459,000円 26
年度末の数値を
もって評価する。

4-6月　9,509,810円(前年度比5,346,330円
増)
臨時休館などを行ったR3年度より回復傾
向にある。新型コロナウイルスの感染拡大
に伴う利用中止や自粛などの影響を受け
ている。

年度末の数値を
もって評価する。

7-9月　9,230,560円(前年度比1,148,470円
増)
新型コロナウイルスの感染対策に伴う利用
中止や自粛などの影響を受けている。

年度末の数値を
もって評価する。

10-12月　10,067,530円(前年度比281,740
円増)
徐々に回復しているものの、未だに新型コ
ロナウイルス感染拡大に伴う利用中止が
見受けられる。

B

1-3月　　8,215,070円(前年度比2,377,350
円増)
【年度累計　37,022,970円　前年度比
9,153,890円増】

管理経費　年度
収支計画以下
（人件費を除く）

50,035,000円／年 27
年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

B

著しい物価高騰の
影響により電気料
金等が予算額を超
えることとなった。

令和4年度決算額　51,483,441円(予算比
102.9％)
光熱費の高騰により市より1,049,502円の
補填を受けた。

施
設
の
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率
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理
・
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が
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て
い
る
か

定
量
的

定
性
的

新型コロナウイルス感染症の影響下において
も施設のサービス向上が図られていること

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

、
利
用
者
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増
加
等
を
図
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施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月

学園都市センター

評価項目

イベントホール　100％ 28
年度末の数値を
もって評価する。

95.6％
利用は戻りつつあるが、R4年度は新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大が続いてい
るため、暗数としての利用控えなどは起き
ている。(特に社交ダンスの団体による予
約はやや減少している)

年度末の数値を
もって評価する。

90.0％
利用は戻りつつあるが、R4年度は新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大が続いてい
るため、暗数としての利用控えなどは起き
ている。(特に社交ダンスの団体による予
約はやや減少している)

年度末の数値を
もって評価する。

100%
感染対策を考慮した上での利用が定着傾
向にあり、利用が増加した。
常連団体(ダンス)の利用が戻りつつあるた
め増加傾向である。

B

前年度と比較し、
利用率は向上した
ものの、期末評価
をAとする基準に満
たないためB評価と
する。

95％【累計95.1％】
感染対策を考慮した上での利用が定着傾
向にあり、前年度に比べて利用が増加し
た。(前年度累計83.3％)
常連団体(ダンス)の利用が戻りつつあるた
め増加傾向である。

ギャラリーホール　80％ 29

年度末の数値をもって
評価する。なお、他施設
と比べ、利用率が低い
傾向にあるため、改善
に向けて検討されたい。

63.6％
感染症対策を行いながらの利用を利用条
件同意書などで要請し、展示会などはほぼ
予定通り開催された。

年度末の数値をもって
評価する。なお、他施設
と比べ、利用率が低い
傾向にあるため、改善
に向けて検討されたい。

63.5％
感染症対策を行いながらの利用を利用条
件同意書などで要請し、展示会などはほぼ
予定通り開催された。

年度末の数値をもって
評価する。引き続き、利
用率向上について検討
されたい。

67.2%
感染対策を考慮した上での利用となり、市民文
化祭も予定通り開催された。感染症対策として
広いギャラリーホールを多目的利用で使ってい
た利用者がセミナー室の利用へ戻ったと考えら
れる。

B

61.2％【累計63.9％】
感染対策を考慮した上での利用となり、展
示利用は概ね当初の予約通りに実施され
た。(前年度累計57.7％)

セミナー室他　95％ 30
年度末の数値を
もって評価する。

89.6％
R2年度以降、特に趣味のサークルなどの利用
減が目立っていた。R4年度になり先々の予約
に再び上記サークルなどが戻りつつある。感染
症拡大の状況を見ながらWithコロナの利用を
推進していく。

年度末の数値を
もって評価する。

85.0％
R2年度以降、特に趣味のサークルなどの利用
減が目立っていた。R4年度になり先々の予約
に再び上記サークルなどが戻りつつある。感染
症拡大の状況を見ながらWithコロナの利用を
推進していく。

年度末の数値を
もって評価する。

92.5%
感染対策を考慮した上での利用や、新規登録が増え
た。特に従来企業の利用が多かった夜間区分の利用
減が目立ち、オンライン移行等が要因として考えられ
る。午前区分も減であり、コロナで離れた趣味等の市
民利用が戻ってきていない状況。

B

前年度と比較し、
利用率は向上した
ものの、期末評価
をAとする基準に満
たないためB評価と
する。

88.9％【累計89％】
感染対策を考慮した上での利用や、新規登録が増え
た。従来は企業の利用が多かった夜間区分の利用
減が目立ち、オンライン移行等が要因として考えられ
る。午前区分も減であり、コロナで離れた趣味等の市
民利用はまだ戻っていない。(前年度累計83.3％)

大学・学生の利
用

300件/年 31

年度末の数値を
もって評価する。
（学生利用の促進
について、引き続き
努められたい。）

4月-6月
37件
(大学ほか学校教育団体等0件・学生団体
37件)

年度末の数値を
もって評価する。
（学生利用の促進
について、引き続き
努められたい。）

7月-9月
41件【累計78件】
(大学ほか学校教育団体等2件・学生団体
39件)

年度末の数値を
もって評価する。
（学生利用の促進
について、引き続き
努められたい。）

10月-12月
54件【累計132件】
(大学ほか学校教育団体等10件・学生団体
44件)

B

1-3月
85件【累計217件】
(期中：大学ほか学校教育団体4件・学生団
体81件)

大学コンソーシアム八王子
の事業拠点としての連携・
協力（イベント実施時の受
付業務サポート等）

32 B

・窓口来館者および電話等の取り次ぎを
行った。
・大学等連携部会へ向けてポスターデザイ
ンコンテストの周知文の発送を依頼した。

B

・窓口来館者および電話等の取り次ぎを行っ
た。
・「こどもいちょう塾」の設営および撤収の補助
ならびに当日の受付補助を行った。
・20周年記念ポスター展を大学コンソーシアム
八王子、学園都市大学と共に合同で行った。

A

「全国大学コンソー
シアム研究交流
フォーラム」開催に
あたり、指定管理
者としての知見を
もって大学コンソー
シアム八王子を総
合的に支援したこ
とを評価する。

・窓口来館者および電話等の取り次ぎを行った。
・10/15全国コンソフォーラム開催にあたり、コンソー
シアム担当者と連携し、センター管理スタッフは白
布、鏡、バケツなどをの備品を施設利用者の申請分
と全国コンソでの必要数を総合的に確認・管理し事前
準備を行った他、舞台スタッフは持ち込む箱馬や平
台にレッドカーペットで化粧を施すなど協力を行った。
また、当日は3名の応援、最終日の撤収作業に参加
した。
・11/14情報セキュリティ保守業者によるRPA
（Robotic Process Automation/PC作業の自動化）研
修にセンター管理担当3名、学大担当1名、コンソ担当
3名、芸術文化振興課1名が共同で企画参加し、事務
の効率化を進める上での知識を習得した。
・12/3､4開催のコンソーシアム主催「学生発表会」に
おいて会場設営及び当日の運営について協力を行っ
た。

A

年間を通し、大学コ
ンソーシアム八王
子事業へのサポー
ト体制を敷き、円滑
な業務遂行に貢献
したことを評価す
る。

平時から機材に関してのアドバイスを舞台職員
が協力し、セミナー室等の会場確保の調整を
行うなど、年間を通し協力を行った。また、コン
ソーシアム八王子の開催事業についてセン
ター職員から1名以上参加し、支援した。

【期中】
・窓口来館者および電話等の取り次ぎを行っ
た。
・1/23「学生CMコンテスト上映会・表彰式」のサ
ポートを行った。
・3部署による課内BCP訓練を実施した。(3/10)
・大学コンソーシアム八王子共催事業の先行
予約申込について、局長決裁を作成し事業協
力を行った。

八王子学園都市大学事業
への連携・協力

33 B
・講座の申し込み受付、来場者の検温等を
サポートした。
・講座資料等の搬入出対応を行った。

B

・講座の申し込み受付、講師等の検温等をサ
ポートした。
・コロナ等の影響による急な休講の発生時は受
講生への連絡についてサポートを行った。
・講座資料等の搬入出対応を行った。
・サイネージに公開講座名の記載提案を行っ
た。
・ループアンテナの代替品の提案を行った。
・20周年記念ポスター展を大学コンソーシアム
八王子、学園都市大学と共に合同で行った。

B

・講座の申し込み受付、講師等の検温等をサ
ポートした。
・講座資料等の搬入出対応を行った。
・担当職員不在時には登録証更新の対応を
行った。

B

年間を通し協力を行った。
・講座の申し込み受付、講師等の検温等をサポートし
た。
・講座資料等の搬入出対応を行った。
・担当職員不在時には登録証更新の対応を行った。
・SNSに前期講座申込開始や作品展などの情報をUP
した。

【期中】
・学園都市大学運営委員会に代理出席した上、会議
メモを作成し、チームスで情報共有を図った。

本市の学園都市
づくりに即した管
理運営がなされ
ていること

「はちおうじ学園都市ビジョ
ン」に基づく、本市の学園
都市づくりに即した管理運
営がされているか
【ヒアリング等で確認】

34 A

学生と協働し、施
設の認知度向上や
利用促進につなが
る取組を企画し、
実行したことを評価
する。

学園都市センターのPRを目的とした「学園
都市センターポスターデザインコンテスト」
を計画し、募集を開始した。募集対象を学
生とすることで、キャッチーなデザインの獲
得と共に、学生に向けた認知度向上の狙
いがある。

A

学生と協働し、施
設の認知度向上や
利用促進につなが
る取組を企画し、
遂行したことを評価
する。

「学園都市センターポスターデザインコンテ
スト」に3作品のエントリーがあった。
財団職員内から審査員を選出し(常務理
事・局長・夢美術館長・芸術文化会館長・
芸術文化振興課長・若年層職員等)9月に
入選作品を決定し発表した。

A

学生と協働して作
成したチラシを活
用して、施設の知
名度向上のため取
り組んだことを評価
する。

10月の全国コンソにおいてセンターのチラ
シや催し物案内を配架し、12月「学生発表
会」において、今年度ポスターデザインコン
テストの入賞作品を用いたチラシの配架お
よびポスターの掲出を行った。

A

新たに、学生と協
働した取組を企画
し、学園都市づくり
に資する事業を遂
行したことを評価す
る。

ポスターデザインコンテストを初めて実施し
た。
3作品のエントリーがあり、1作品を入選とし
た。入選としたデザインのチラシとポスター
を印刷し、次年度のポスターコンテストの入
選作が決定するまでPRに使用する。

「環境にやさしい八王子市
役所エコアクションプラン」
及び「八王子市役所環境マ
ネジメントシステムガイドラ
イン」に基づく、環境に配慮
した管理・運営が行われて
いるか
【ヒアリング等で確認】

35 B

・節電・節水への協力ポスターを館内に掲
示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印
刷、裏紙の使用などによる省資源化に努
めた。
・一部の供覧物をデータへ移行し、紙資源
の削減に努めた。

B

・節電・節水への協力ポスターを館内に掲
示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印
刷、裏紙の使用などによる省資源化に努
めた。
・供覧物の他に照会資料なども可能なもの
はデータへ移行し、紙資源の削減に努め
た。

A

内部での事務処理
や利用申請につい
て、利便性向上の
ためにオンライン化
を進めるうえで、紙
資源の削減にも努
めたことを評価す
る。

・各諸室の掲示をA3サイズ→A4サイズへ
変更し、紙の節約を行った。
・節電・節水への協力ポスターを館内に掲
示している。
・資料の簡素化、文書の電子化、両面印
刷、裏紙の使用などによる省資源化に努
めた。
・供覧物の他に照会資料なども可能なもの
はデータへ移行し、紙資源の削減に努め
た。
・各種申請フォームを整備する、書類の提
出方法を郵送・FAXからメール送付に移行
するよう促すなどして利用者とのやり取りを
できる範囲でデータ化し紙資源の削減に務
めた。

A

年間を通し、組織
的に省資源化に向
けた取組を行い、
環境に配慮した施
設の管理運営がな
されていたことを評
価する。

・各諸室の掲示をA3サイズ→A4サイズへ
変更し、紙の節約を行った。
・節電・節水への協力ポスターを館内に掲
示している。
・資料の簡素化、文書の電子化、両面印
刷、裏紙の使用などによる省資源化に努
めた。
・供覧物の他に照会資料なども可能なもの
はデータへ移行し、紙資源の削減に努め
た。
・各種申請フォームを整備する、書類の提
出方法を郵送・FAXからメール送付に移行
するよう促すなどして利用者とのやり取りを
できる範囲でデータ化し紙資源の削減に務
めた。

紙の購入枚数　前年度比
5％削減

36
年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

年度末の数値を
もって評価する。

年度末の数値をもって評価することとなっ
ている。

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

紙の購入は3部署でまとめて行っているた
め、学園都市センターが使用しているコ
ピー機のカウンター数を参照値とする。
R3年度比で12.9%の削減となった。

指定申請提案書
「利用者の誘致・
拡大に関する方
策」に掲げた日
数利用率目標値
を基に単年度目
標値を設定

学園都市づくりに
資する事業協力
がなされているこ
と

資源の有効活用
など環境に配慮
した管理運営が
されていること

定
量
的

定
性
的

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で

、
具
体
的
な
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か



令和4年度（2022年度）モニタリングシート

施設名

視点 NO.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月

学園都市センター

評価項目

エネルギーの使用削減施
策は実施しているか
【ヒアリング・資料等で確
認】

37 B

環境への配慮及び新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、利用状況に合わせ必
要最小限の時間と範囲で空調や照明を運
転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。夜間は早い時間に利用が終了
する日も多かったため、ビル管理組合と連
携して使用しないフロアを点検した後に施
錠・消灯と空調のオフを行った。

B

環境への配慮及び新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、利用状況に合わせ必
要最小限の時間と範囲で空調や照明を運
転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。夜間は早い時間に利用が終了
する日も多かったため、ビル管理組合と連
携して使用しないフロアを点検した後に施
錠・消灯と空調のオフを行った。

B

環境への配慮及び新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、利用状況に合わせ必
要最小限の時間と範囲で空調や照明を運
転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。12月より学生交流サロンの照明
を原則終日オフとした。貸出施設の空調・
照明の電源を朝礼後に入れる事とし、夜間
は早い時間に利用が終了する日も多かっ
たため、ビル管理組合と連携して使用しな
いフロアを点検した後に施錠・消灯と空調
のオフを行った。

B

環境への配慮及び新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、利用状況に合わせ必
要最小限の時間と範囲で空調や照明を運
転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。12月より学生交流サロンの照明
を原則終日オフとしている。貸出施設の空
調・照明の電源を朝礼後に入れる事とし、
夜間早い時間に利用が終了した場合は、
ビル管理組合と連携して使用しないフロア
を点検した後に施錠・消灯と空調のオフを
行った。

個人情報保護関
連研修（情報セ
キュリティ・マイナ
ンバー等）への
参加（回数）

1回/年 38
年度末の数値を
もって評価する。

第一四半期　実施無し
※年度内に実施予定

年度末の数値を
もって評価する。

第二四半期　実施無し
※12月に実施予定

年度末の数値を
もって評価する。

12月　財団主催情報セキュリティ研修(3名)
へ参加

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

令和4年度において3回参加した
【期中　2回】
1/14.21　2/4.11.18.25　情報セキュリティマ
ネジメント受験対策(1名)
2/16　情報セキュリティ研修(BCP研修)　(1
名)

防災・消防訓練
参加（回数）

2回/年 39 B

1回・リハーサル2回
・6/23　八王子スクエアビル全体の消防訓
練を実施。(7名参加)
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて
緊急時対応職員の役割分担を確認してい
る。

B
1回
・8/30　J-COMホール八王子主催の避難
訓練コンサートに2名が参加

B

2回
・11/25八王子スクエアビル内の消防訓練に参
加した。（1名）
・災害模擬体験セミナー（店舗編）　主催：三井
不動産株式会社（1名）
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて緊
急時対応職員の役割分担を確認している。

A

目標を120％以上
の数値で達成した
ことから、期末評価
をAとする。

年度累計3回
【期中　1回】
・3/10　防火設備実技体験に参加(2名)
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて
緊急時対応職員の役割分担を確認してい
る。

AED資格取得率
（舞台含む、また
期中の新規採用
者及び休職中職
員等は除く）

100% 40 B プロパー　窓6・舞台3+臨職8(100％) B プロパー　窓6・舞台3+臨職8(100％) B プロパー　窓6・舞台3+臨職8(100％) A

年間を通じて、AED
資格取得率100％
を維持していたこと
を評価する。

プロパー　窓5・舞台3+臨職8(100％)
窓6→5は新規採用職員の配備による人事
異動のため。

個人情報の取り
扱いが適切であ
ること

個人情報の適切な管理の
ため必要な措置が講じられ
ているか
【確認資料例：マニュアル・
事業計画書（事業計画）・事
業報告書】

41 B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準
拠した保護対策を財団の各規程等で定
め、実施している。

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準
拠した保護対策を財団の各規程等で定
め、実施している。

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準
拠した保護対策を財団の各規程等で定
め、実施している。

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準
拠した保護対策を財団の各規程等で定
め、実施した。

指定管理者が加入しなけ
ればならない保険に加入し
ているか
【確認資料例：保険証券】

42 B

施設・受託物賠償責任保険に加入。その
他、レジャー・サービス施設費用保険(事故
等の場合に見舞金等を対応)に加入してい
る。

B B B

施設・受託物賠償責任保険に加入。その
他、レジャー・サービス施設費用保険(事故
等の場合に見舞金等を対応)に加入してい
る。

事故や災害発生時の緊急
時の対応が適正に行われ
たか。また、適正に行える
よう体制が整っているか。
【確認資料例：マニュアル・
事業計画書（事業計画）・事
業報告書】

43 B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理
責任者となり、利用者の安全を最優先に、
財団の「災害時対応マニュアル」や八王子
スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認して
いる。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に
情報共有できるよう体制を整えている。
・「学園都市センター 施設の発生後安全確
認点検項目」を元に地震発生後に迅速な
対応をし、サイボウズにて経営管理課へ報
告している。

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理
責任者となり、利用者の安全を最優先に、
財団の「災害時対応マニュアル」や八王子
スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認して
いる。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に
情報共有できるよう体制を整えている。
・「学園都市センター 施設の発生後安全確
認点検項目」を元に地震発生後に迅速な
対応をし、サイボウズにて経営管理課へ報
告している

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理
責任者となり、利用者の安全を最優先に、
財団の「災害時対応マニュアル」や八王子
スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認して
いる。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に
情報共有できるよう体制を整えている。
・「学園都市センター 施設の発生後安全確
認点検項目」を元に地震発生後に迅速な
対応をし、サイボウズにて経営管理課へ報
告している

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理
責任者となり、利用者の安全を最優先に、
財団の「災害時対応マニュアル」や八王子
スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認して
いる。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に
情報共有できるよう体制を整えている。
・「学園都市センター 施設の発生後安全確
認点検項目」を元に地震発生後に迅速な
対応をし、サイボウズにて経営管理課へ報
告している

期末総合評価

所管課コメント

資源の有効活用
など環境に配慮
した管理運営が
されていること

定
性
的

B
【施設の管理・運営を安定して行うことができるか】
施設の安定的な運営のための人員、有資格者の配置は適切に行われていた。また、部署内外の研修や講座へ職員が積極的に参加し、そこで得た知識やスキルを活かし、サービス向上や業務効率化につなげる風土が組織内で醸成され、人材育成が適切に行われていた。
【施設の運営において公共性、公平性、公正性が図られているか】
開館日、時間について適切に運営されていた。また、施設の利用方法等についてホームページの記載内容を見直すなど、利用者の利便性に資する情報発信に努めていた。修繕については、計画的に実施し、施設の長寿命化及び安全確保につなげていた。
【施設のサービス向上、利用者の増加等を図る施策が図られているか】
利用者満足度について、高い水準で目標を達成した。また、SNSを用いた情報発信や、施設利用の各種手続のオンライン化を推進し、施設の知名度向上及び新規利用者の獲得に努めた。
【事業の達成目的が明確で、具体的な事業計画に基づいて事業が行われているか】
利用率について、前年度と比較し向上したものの、目標値達成には至らなかった。新型コロナウイルス感染症の影響はあるものと思われるが、次年度は、大学・学生の利用件数とともに、目標値達成に向け取り組まれたい。また、年間を通し、大学コンソーシアム八王子及び学園都市大学事業へのサポート体制を敷くとともに、新
たに施設のポスターデザインコンテスト事業を企画し学生と協働した取組を展開するなど、学園都市づくりの推進に貢献していた。
【個人情報保護管理及び危機管理が図られているか】
個人情報の管理及び危機管理体制の確立について、いずれも適正に行われていた。ビル管理組合が行う消防等の訓練にも積極的に参加していた。
【総括】部署内外の研修・講座への参加で得た知識やノウハウを組織内で共有し、施設利用に関する手続のオンライン化や内部事務処理の効率化を進め、安定した施設の運営を行った。また、SNSの活用や学生と協働した「ポスターデザインコンテスト」の企画など、施設独自の取組を展開し、利用者増や本市の学園都市づくりに
即した施設の管理運営に努めたことを評価する。
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等）対応等危機
管理体制が取ら

れていること

事
業
の
達
成
目
標
が
明
確
で

、
具
体
的
な
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か


